
日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡

19
市
議
会
会
派
代
表
者
会
議

で
、

月

日
付
け
で
三

12

22

川
町
に
提
出
し
た
「
一
般

廃
棄
物
の
処
理
に
係
わ
る

事
務
の
委
託
に
つ
い
て

（
回
答
）
」
に
つ
い
て
の

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
担
当
者
の
説
明
に
よ

る
と
、
平
成

年
４
月
６

27

日
付
け
で
三
川
町
か
ら
依

頼
が
あ
っ
た
「
一
般
廃
棄

物
の
処
理
に
係
わ
る
事
務

の
委
託
に
つ
い
て
」
に
対

す
る
鶴
岡
市
の
回
答
と
し

て
「
本
市
と
し
て
は
平
成

年
度
に
合
併
し
た
旧
鶴

17岡
市
・
藤
島
町
・
羽
黒
町

・
櫛
引
町
・
朝
日
村
・
温

海
町
の
区
域
に
居
住
す
る

全
市
民
の
福
祉
向
上
を
図

る
責
務
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
現
時
点
で
は
貴
町
の

ご
依
頼
に
お
応
え
す
る
と

い
う
決
定
は
で
き
な
い
旨

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
」
と

し
、
「
こ
れ
を
期
に
、
平

成

年
に
貴
町
が
選
択
し

19
た
一
自
治
体
と
し
て
の
自

立
を
前
提
と
し
て
、
貴
町

の
一
般
廃
棄
物
処
理
の
方

針
を
改
め
て
検
討
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
そ
の
結
果

に
つ
い
て
１
月
末
ま
で
本

市
に
お
知
ら
せ
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
」
と

し
て
い
ま
す
。

協
定
に
基
づ
き
年
３
８

０
０
万
円
で
受
託

現
在
、
鶴
岡
市
で
は
平

成

年
４
月
１
日
に
鶴
岡

19
市
と
三
川
町
で
合
意
し
た

「
三
川
町
と
鶴
岡
市
と
の

間
に
お
け
る
一
般
廃
棄
物

の
処
理
に
係
わ
る
事
務
の

委
託
に
関
す
る
協
定
書
」

に
基
づ
い
て
ゴ
ミ
処
理
の

委
託
を
受
け
、
委
託
料
と

し
て
三
川
町
が
年
間
３
８

０
０
万
円
を
鶴
岡
市
に
支

払
っ
て
い
ま
す
。

焼
却
炉
建
設
含
む
三

川
町
と
の
処
理
計
画
、

環
境
省
か
ら
許
可

鶴
岡
市
で
は
焼
却
炉
の

老
朽
化
に
伴
い
新
た
な
建

設
計
画
を
含
ん
だ
一
般
廃

棄
物
の
処
理
計
画
「
鶴
岡

市
・
三
川
町
地
域
循
環
型

社
会
形
成
推
進
地
域
計

画
」
（
平
成

年

月
提

25

12

出
、

年
３
月
承
認
）
を

26

三
川
町
と
と
も
に
作
成
し

環
境
省
の
許
可
を
得
て
、

現
在
具
体
的
な
建
設
計
画

の
策
定
に
入
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
国
で
も
ゴ
ミ
処

理
に
つ
い
て
は
自
治
対
単

独
で
は
コ
ス
ト
が
高
い
こ

と
か
ら
広
域
処
理
を
す
す

め
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま

す
。

議
会
に
説
明
な
か
っ
た

の
は
問
題

日
本
共
産
党
の
加
藤
太

一
市
議
は
、
三
川
町
と
鶴

岡
市
の
ゴ
ミ
処
理
の
委
託

契
約
を
変
更
す
る
重
大
な

方
針
転
換
で
あ
り
議
会
に

説
明
が
な
か
っ
た
の
は
問

題
と
指
摘
。

議
員
全
員
協
議
会
か
市

民
文
教
常
任
委
員
会
を
開

催
し
協
議
す
る
よ
う
を
求

め
ま
し
た
が
、
同
調
者
が

な
く
会
派
で
対
応
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
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ど
う
な
る
鶴
岡
の
医
療
体
制

き
、
日
本
海
病
院
に
任
せ
る
」
と
い
う

こ
と
で
す
。
慢
性
期
も
含
め
た
総
病
床

数
も
２
６
１
６
床
が
２
１
２
４
床
に
。

鶴
岡
の
急
性
期
医
療
を
担
っ
て
き
た
医

師
の
方
々
か
ら
は
、
「
削
減
は
市
民
に

重
大
な
影
響
を
も
た
ら
す
」
と
い
う
強

い
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

▽

日
（
土
）
は
第
一
学
区
コ
ミ
ュ
ニ

16
テ
ィ
ー
振
興
会
新
年
会
、

日
（
日
）

17

は
生
活
と
健
康
を
守
る
会
新
年
会
、
そ

の
後
、
寒
ダ
ラ
ま
つ
り
。
ど
の
会
で
も
、

「
当
選
し
て
よ
が
っ
た
な
あ
！
」
と
声

を
か
け
ら
れ
る
、
特
別
な
１
月
で
す
。

（
県
議

関

徹
）

▽

日
（
金
）
、
鶴
岡
地
区
医
師
会
新

15
年
祝
賀
会
に
出
席
。
初
参
加
の
会
で
し

た
が
、
地
域
医
療
の
最
前
線
で
頑
張
っ

て
お
ら
れ
る
開
業
医
の
先
生
方
か
ら
、

深
刻
な
医
療
従
事
者
の
不
足
な
ど
、
様

々
な
ご
苦
労
や
現
場
の
状
況
を
伺
い
ま

し
た
。
中
で
も
特
に
病
床
再
編
成
の
こ

と
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。

▽
庄
内
で
２
０
１
４
年
現
在
、
６
６
５

床
の
高
度
急
性
期
病
床
が
あ
り
ま
す

が
、
国
の
病
床
削
減
計
画
に
も
と
づ
い

て
県
が
策
定
し
た
推
計
に
よ
れ
ば
、
２

０
２
５
年
の
「
必
要
病
床
」
は
、
２
０

８
床
（
４
７
７
床
減
）。
こ
れ
は
、「
荘

内
病
院
は
高
度
急
性
期
か
ら
手
を
引

戦争法が強行採決された19日に呼応し、１月19日の午後、

新日本婦人の会鶴岡支部（五十嵐みどり支部長）は市役所

前で、「戦争法廃止」「集団的自衛権行使容認の閣議決定の

撤回」参院選で野党共闘を実現し戦争法廃止の政府を作り

立憲主義と民主主義を守ろう、と訴えました。

宝田三丁目にある鶴岡市クリーンセンター。老朽化に伴

い新たな焼却炉の建設が計画されている。



日
に
来
鶴
し
た

17
石
山
ひ
ろ
ゆ
き
参
議

院
山
形
選
挙
区
予
定

候
補
と
、
関
徹
県
議

は
市
内
各
地
で
街
頭

宣
伝
を
行
い
、
お
昼

に
は
鶴
岡
生
活
と
健

康
を
守
る
会
の
新
年

会
（
餅
食
べ
放
題
）

の
会
場
に
駆
け
つ
け

ま
し
た
。

石
山
氏
は
「
戦
争
法
廃

止
の
国
民
連
合
政
府
の
実

現
の
た
め
に
全
力
で
頑
張

る
」
「
地
域
農
業
を
崩
壊

さ
せ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意

を
許
さ
な
い
。
ア
メ
リ
カ

議
会
も
承
認
す
る
か
わ
か

ら
な
い
し
、
具
体
的
な
内

容
が
知
ら
さ
れ
て
い
な

い
。こ
れ
か
ら
が
闘
い
だ
」

と
、
激
動
の
情
勢
を
語
り

ま
し
た
。

関
県
議
は
、
「
昨
年
の

県
議
選
で
初
当
選
し
、
公

約
実
現
の
た
め
に
奮
闘
し

て
き
た
。
来
年
度
予
算
で

看
護
師
育
成
の
奨
学
金
が

実
現
す
る
こ
と
に
な
っ

た
」
と
報
告
し
、
引
き
続

き
頑
張
る
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
と
一

緒
に
新
年
を
祝
う
餅
を
食

べ
な
が
ら
懇
談
し
、
「
ア

ベ
政
治
を
許
さ
な
い
」
と

一
緒
に
た
た
か
う
決
意
を

固
め
合
い
ま
し
た
。

鶴
岡
市
は
平
成

年
度

28

の
国
民
健
康
保
険
税
を
現

行
よ
り
１
人
当
た
り
平
均

２
万
１
１
５
４
円
（

・
19

％
）
引
き
上
げ
る
議
案

38を
、
３
月
議
会
に
提
出
す

る
方
針
で
す
。

国
保
加
入
１
万
８
７
２

５
世
帯
の
う
ち
、
所
得
額

万
円
以
下
（
基
礎
控
除

33前
・
給
与
収
入
換
算

万
98

円
以
下
）
は
６
６
１
８
世

帯
で
全
体
の

％
を
占

35

め
、
累
積
で
は
所
得
額
１

２
７
万
円
以
下
（
同
・
２

０
７
万
円
以
下
）
は
１
万

２
５
１
６
世
帯
で

・
８

66

と
７
割
近
く
が
低
所
得
者

で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

給
与
収
入
換
算
に
対
す

る
税
負
担
率
の
最
も
高
い

層
は
、
所
得
額
１
８
９
万

円
以
下
（
給
与
収
入
換
算

２
９
６
万
円
以
下
）
の
３

人
世
帯
で

・
７
％
、
税

12

額
は

万
５
４
０
０
円
に

37

な
り
ま
す
。

３
人
世
帯
の
収
入
約
３

０
０
万
円
か
ら
国
保
税
を

約

万
円
も
支
払
わ
な
け

38
れ
ば
な
ら
な
い
実
態
は
、

国
保
税
が
い
か
に
重
い
負

担
か
が
分
か
り
ま
す
。

高
す
ぎ
る
保
険
料
は

国
庫
負
担
低
下
が
原

因
国
保
会
計
の
危
機
は
、

加
入
者
の
責
任
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

も
と
も
と
国
が
国
庫
負

担
の
割
合
を
医
療
費
の
45

％
と
定
め
て
い
た
も
の

を
、
１
９
８
４
年
か
ら
国

庫
負
担
率
を
低
下
さ
せ
、

政
府
が
閣
議
決
定
し
た
平

成

年
度
予
算
案
で
は
、

28
医
療
給
付
費
総
額

兆
３

11

７
０
０
億
円
に
対
し
、
国

の
助
成
費
は
前
年
度
予
算

１
％
減
の
３
兆
４
３
３
３

億
円
、

％
に
ま
で
低
下

30

さ
せ
て
き
ま
し
た
（
国
保

新
聞
１
月

日
付
）。

10

減
ら
さ
れ
た
国
庫
負
担

分
を
加
入
者
に
肩
代
わ
り

さ
せ
て
き
た
こ
と
が
、
高

す
ぎ
る
国
保
税
に
な
っ
て

い
る
最
大
の
要
因
で
す
。

国
保
へ
の
繰
入
金
は
介

護
保
険
よ
り
少
な
い

市
は
国
保
に
対
す
る
一

般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰

り
入
れ
に
つ
い
て
、
「
国

保
以
外
の
市
民
と
の
負
担

の
公
平
か
ら
不
適
切
」「
国

の
特
別
調
整
交
付
金
特
別

事
情
分
の
約
１
億
５
千
万

年
収
３
０
０
万
円
３
人
世
帯
で

万
円

38

高
す
ぎ
る
国
保
税
、
市
民
負
担
軽
減
を

円
が
も
ら
え
な
く
な
る
」

な
ど
と
反
対
し
て
い
ま

す
。し

か
し
、
鶴
岡
市
の
国

保
会
計
に
対
す
る
繰
入
金

の
割
合
は
収
入
の
５
・
４

％
程
度
で
、
介
護
保
険
に

対
す
る
市
負
担
の

・
５

12

％
か
ら
見
て
も
少
な
い
の

は
明
ら
か
で
す
。

国
保
は
地
域
福
祉
の
一

端
を
担
い
、
社
会
保
障
制

度
と
し
て
国
と
自
治
体
が

支
え
る
責
任
が
あ
る
と
の

立
場
に
立
っ
て
、
増
税
で

は
な
く
市
民
の
負
担
減
こ

そ
検
討
す
べ
き
で
す
。

建築課入札結果（ ）内は予定価格
1月14日入札分

・湯田川コミュニティセンター多目的ホール増築工事実施設計業務委託
(株)新穂建築設計事務所 8,650,000円円（8,896,000円）期間～5/20（落札率97.2％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
1月14日入札分

・中山３号線道路改良工事（中山地内）
(株)岡部建設 3,180,000円（3,268,000円）工期～3/22（落札率97.3％）

鶴
岡
市
は
合
併

年
を

10

迎
え
ま
し
た
。

一
昨
年
来
、
旧
町
村
の

地
域
の
社
会
活
動
を
担
っ

て
き
た
公
民
館
が
コ
ミ
セ

ン
に
変
わ
り
、
住
民
か
ら

「
機
能
が
失
わ
れ
て
く
る

の
で
は
」
と
心
配
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

上
か
ら
の
「
地
方
創
生
」

で
は
な
く
、
住
民
一
人
ひ

と
り
が
地
域
の
「
協
同
」

の
宝
を
再
認
識
し
、
自
分

た
ち
の
住
む
地
域
コ
ミ
ニ

ミ
テ
ィ
を
ど
う
し
て
ゆ
く

か
、
声
を
上
げ
て
ゆ
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

月
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

12
テ
ィ
活
性
化
推
進
委
員
会

で
は
、
旧
町
村
代
表
の
委

員
か
ら
「
計
画
は
い
い
が
、

私
た
ち
の
現
場
を
見
て
く

れ
」
「
人
が
い
な
く
な
っ

て
困
っ
て
い
る
、
ど
う
に

か
し
て
ほ
し
い
」
と
、
切

実
な
声
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
市
町
村
合
併
の
弊
害

が
ま
さ
に
噴
出
し
て
い
ま

す
。市

で
は
、
こ
の
審
議
会

で
協
議
さ
れ
た
「
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
計
画

（
案
）
」
に
対
す
る
意
見

を
公
募
し
て
い
ま
す
。

計
画
案
に
つ
い
て
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ト

ッ
プ
ペ
ー
ジ
→
市
政
情
報

→
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
）
か
、
市
役
所
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
推
進
課
・
各
庁
舎

総
務
企
画
課
で
閲
覧
で
き

ま
す
。

ま
た
、
ご
意
見
に
つ
い

て
は
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
明
記
の
上
、
①

書
面
の
持
参
・
郵
送
②
フ

ァ
ッ
ク
ス
③
電
子
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
行

え
ま
す
。
書
式
に
つ
い
て

は
特
に
定
め
は
あ
り
ま
せ

ん
。意

見
公
募
期
間
は
１
月

日
か
ら
２
月
５
日
と
な

18っ
て
い
ま
す
。

［
郵
送
］
〒
９
９
７
―
８

６
０
１

鶴
岡
市
馬
場
町

９
番

号

鶴
岡
市
コ
ミ

25

ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課

［
フ
ァ
ッ
ク
ス
］
０
２
３

５
―
２
５
―
２
９
９
７

（
直
通
）

［
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
］c

o

mm
u
nit

y@
cit

y.
ts
uru

ok

a.yamagata.jp

市
が「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
計

画(

案)

」
に
対
す
る
意
見
を
公
募


